
方，使用に耐えられなくなった資点のI反辞伐は ， I/J事業年度の

費用とする減価償却のブj訟を L 、う。 一般にこの方法を取待法と

1;( 別するため'l'o Kíi位、または 50弘法 と呼んでいる。取償資産は設

備の新i& ， :lî~1 1没の当初においては耳元符えを~しないが， 正常取

替状態にj主すると f仕事業年度ほぽ均等在日の収仲代l1lが必要とな

る。このことは資産を集団的にみる と ，取 り伴えたばかりの新

IIJ1 資産と，あすにも取替えを要する廃棄 1( (lìíj の 'fi肢があること

を意味し，企業のs没備は取替えが正常状態にあるかぎり，その

資産は 0- 100 % の、ド均，すなわち新品 {ilfi 'Kíiの γ似の{i!fi ú([を有す

ることになる。 ，.2仙の新a没当初に適正な償1<1 1を行なレ，取持 '{'(

の発 ~I とともに取替口;に移行する半'KíW‘は ， 適正な JUI問m磁の

;:1上および fi皮の適正{ilfi傾の来示の lY，で肢も適切な減価償却の

方法である。(庄野弘之)

パンタグラフ (PS 200) 新幹線旅客11!車用の集電尖位。

4 次にわたる風どう (洞)試験によ っ て形状を定め， 210km/h 

(58 ， 3 m/sec) の速度にあっても ， 安定した1駐屯が可能な性能を

備えている。

ホ -"/をわく調l側につけ，合わくを風|坊おおいと一体にする

など ， 新しい係式としてレる。架~};_1tt市料jもの J'， ':j さ範聞が，ffi，在

紘に比べて狭レため，作用高さ範囲が小さ くてすみ，また交差

下わく形 と したので， わ く制 lLt PS16 などに比べて小さく，し

たがって相当質量も小さく，屋桜 Ui イィ ïfli積 も少なし。

ばね仁川， ~~~(下降式であって， Jti H がL 、 し (ú\!干)のうち 2

本を， ::~~(がL 、 1tと兼JIjする方式を採用して，.る。

(日高冬比古)

パンタグラフてんけんだい パンタグラフ点検台 車

~llj点検台の-Hlで ， 'il!:'Á.(機関車・花 王1I~t，\ ， 11L，，(III I ， I ，j の屋根上にあ

るバ γ タグラフ司、の機恭を，点検するために s没けられた もの。

特に交流1l!: ~t 可(1111J は，屋根上にパンタグラフのほかに， ~~~(し

ゃ断 ?:i ・ 交流転換以下，各種の機仰がとう載されていて ， それ

を検j'E，修締する際使用する。

，没位する場所

は， 1b: ~札機IJII毛，

11i.oJi区の It~検

fl.線 ・ 生: ?書検11'

F阜の線1 ::1で ， レ

ーノレ ifli 1: 3, 600 

- 3 ， 800mm の

川 さにs没けられ

る|刈係上，作業

員の安令.を考え

て入 1-1 の階段に， パンタ グラフ点検台

架空従事総の しゃ附í~~ と 連動してレるとびらがあり，'ìl.i:流を 切

らなければ上がることができないよう になってし、る。 また建築

限界外にこれを.没置した場合は， .. 11 1山j と点、検 t~の雌れが大きく

危険なので ， 建築限界の縮小がt~，認されてレる。(小梁川 昭郎)

パンチ・カードしきけいさんそしき パンチ・カード

式計算組織 (英)punched card method accounting system 

特殊なカードを使用するー述の電気的機械から成り立つ高度の

!1W 組織であり ，略して P.C.S. ともし、われる。 1890 年に行な

われた米|過の第 11 四国勢調貨において，成栄を発抑したホレリ

ス |専士 (Dr， Hermann Hollerith , 1890-1929) が発明， 考案

した統計機械を!&礎に改良， 発注が加えられ，事務用機械とし

パンチ・力一

ので， 80 行または 90 行のカードが広く使用されて l. る。パ ン

チ ・ カ ー ド式計rr.飢餓は，わが国においても，内 〈大正 9 年に

|付 11<1統計 局に，その組織の- ，'fflが米 1]1から輸入され ， 大正 12 年

には，わが岡鉄(当時鉄道省、)に，米国のパワ ース泡パンチ ・ カ

ード式~ t' n:組織の完全な ものが，わが国への第 l 号として納入

されたのをはじめとして，第 2 次 Itt界戦争 l前，既に数社が使用

していた。しかし， パンチ ・カ ード式計算組織が広く使用され

るようになったのは，戦後であって，昭和 27 年ころから次第に

一般化 L ，昭和129 年以降，その使用者が激桶した。

八ンチ ・ カ ー ド式J l rr.組織の)，~本原理は，最初にせん (穿)乳

僚によって ， カードに原書類を見てせん孔 し， さらに， せん孔

検査後によ っ て ， せん孔された カードの正訴を確かめる。原主主

宵!の|付終をせん孔する場合，金徹や数Iifなどの数字項 11 は，そ

のまません孔するが， lilt名 ・人名などの項 LI (一般にぷil '須 U

としづ。)は，そのまません孔すると尖務上極々不使があるので，

数字化，または符合化する。これをコーデ"/f (coding) と L 、う。

また， I以内郊のどの項 11 をカード上のどこの行にせん孔するか

ということも，決定しておかなければならな L 、ニれをカード

の設計 (card design) と L づ 。次tこ ， このせん孔されたカード

は，分類慣によ っ て，報告書作成に必要な 244、項 LI))IIに分類 ・

仕訳 し ， 故後に会計畿で カ ドのせん孔内容のうち ， ，1Irr.項口

を加減算して，必岐点示項日別に合計を'l1 :1: しながら印刷する。

以上 4 種主!iの機械が， パ γ チ ・ カード式計算組織の必本とな

るもので， これらを互L ・に，有機的に組み合わせることによっ

て ， 一つの仕事の本体を形づくっているが， このほかに，せん

孔の内容を抗みとって， そのカード上に印刷する翻駅印刷俊，

また-jiliのカードに同じ内容のせん孔をしたし、場合とか，対応

するカ ー ドより，そのせん孔を他方のカ ードへ移す場合とか，

会計機と iili勤して印刷IJの際に，その合計数民をカードにせん孔

する場合など， 11 的に応じて自動的にせん孔する集団複写合計

せん孔俊， また，ある JI国序に分~iされたカ ー ドの並べ方の検査

や 2 調 lの JI~ifi;に並んでいるカ ー ドを， 1 組に組み合わせたり，

突き合わせたりする J山本操作，お よ びある特定のカードだけを

抜きtU し たりする応用保作のできる照合後，あるし、はカ ード上

のせん孔内容を読みとって，加減采除を行なって，カ ード上に

その結果をせん孔する計算せん孔彼等，各径の補助機械がある。

これらの機械を U 的に応じて，組み合わせて使用し，その機

能を蚊大I:Hに利用 して，事務工程をさらに正確に，迅速に処理

する ことができる。そこで，これらの機械が，いかに して働く

か と L づ原Jllば， 二つの ~ll~(の良導体の聞に， 電気の絶縁体で

あるカードをそう入してやれば， 'ttt流はカードにせん孔した穴

を通して流れるので， その穴の位置によ って，機械の各機能を

l動かして ， 節々の桜作が行なわれるわけである。以上述べた各

種機械のうち，せん孔機・せん孔検査機 ・ 分知機を除いたその

他の機械の自動操作の !&filさは，配線盤 (control panel) の配線

と ，各館スイッチの{i!.'，‘方に よる。配線盤は，機械内部の電気

の飾j~型電波Cimpulse) を選び出して ， 機械の機能を遂行させる

用をなすもので，いわば機械の中枢部，頭脳的1動きをするもの

で，配線盤上の自 rlI な配線によって機械を一定の目的に従って

操作できる。また，各鐙スイッチは配線盤の配線とあいま っ て，

機械の機能を自由に駆使するようになっている。

現在世界的に有名なパ γチ・カード式計算組織が 6 鍾類ある

が， わが国で一般に知られているものは，米国の IBM 社 と

て広く 利用されるに至った も のである。また，月h 、られるカー レミン ト γ ・ ラ γ ド社の 2 種類である。両者の栢i阜のおもな点

ドも， 35 行か ら 40 行， 45 行， 80 行 ， 90 行 と変遺 し，今 日一般 は， IBM 組織では，せん孔カードが 80 行で，せん孔された穴
65 的には，吋インチ，横 72イ γチ， 厚さ而イ γチのも の山方形であり，機械があくまで電気的な基盤にたって設
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